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昭和 11年 11月 12日 「春陽会会員小品展」（名古屋新聞）
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（
昭
和
十
一
年
） 

（
27
） 

 

晩
秋
画
壇
の
珠
玉
篇 

来
る
十
五
日
か
ら
名
古
屋
最
初
の 

春
陽
会
員
小
品
展
（
名
古
屋
新
聞
主
催
） 

  

待
望
の
声
に
迎
へ
ら
れ
て
本
社
主
催
の
春
陽
会
会
員
小
品
展
覧
会
は
十
五
日
か
ら
五

日
間
、
名
古
屋
広
小
路
・
丸
善
画
廊
に
蓋
開
け
さ
れ
る
。 

「
由
来
」：
春
陽
会
会
員
の
作
品
は
量
に
お
け
る
大
作
と
い
ふ
よ
り
も
質
に
お
け
る
名
品

が
多
く
、
し
か
も
名
古
屋
で
は
小
杉
放
庵
画
伯
の
作
品
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
頒
布
さ
れ

て
ゐ
な
い
関
係
も
あ
り
、
同
好
者
、
鑑
賞
家
か
ら
も
特
別
な
興
味
と
期
待
と
が
か
け
ら
れ

て
ゐ
る
。
春
陽
会
会
員
、
各
画
伯
も
名
古
屋
で
な
ど
、
の
小
品
発
表
は
最
初
で
あ
り
、
特

に
入
念
な
力
作
ば
か
り
を
寄
せ
た
が
、
現
代
洋
画
壇
に
お
け
る
元
老
で
あ
り
、
か
つ
寡
作

を
も
つ
て
き
こ
え
て
ゐ
る
山
本
鼎
画
伯
が
遅
れ
て
も
つ
と
も
好
ま
し
い
小
品
四
点
を
追

加
し
て
く
る
な
ど
、
い
よ
い
よ
こ
の
展
覧
会
の
実
質
は
充
実
し
蓋
開
け
と
同
時
に
来
観

者
が
押
し
寄
せ
好
評
を
博
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。 

 

出
品
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

「
日
本
画
部
」：
小
杉
放
庵
《
山
駅
》《
名
月
》《
三
笑
》
／
中
川
一
政
《
荻
鮭
》《
か
れ
い
》

《
水
墨
山
水
》
／
石
井
鶴
三
《
女
給
》《
ち
ん
ど
ん
や
（
扇
面
）》《
兎
》
／
木
村
荘
八
《
か

ら
す
う
り
（
扇
面
）
》《
秋
三
果
》《
柿
》《
三
番
叟
の
一
》《
三
番
叟
の
二
》《
助
六
の
一
》

《
助
六
の
二
》
《
く
り
ほ
う
ず
き
》
《
枝
柿
》《
柿
栗
》。 

「
洋
画
部
」：
山
本
鼎
《
熱
海
風
景
》
他
三
点
／
足
立
源
一
郎
《
花
》《
梓
川
新
緑
》
／
長

谷
川
昇
《
西
洋
梨
》
／
今
関
啓
司
《
山
村
新
緑 

一
》《
山
村
新
緑 

二
》《
山
村
新
緑 

三
》

《
早
春
》
／
小
林
徳
三
郎
《
花
習
作
》
／
小
穴
隆
一
《
人
形
》《
習
作
》
／
水
谷
清
《
朝

顔
》《
薔
薇
》
／
鳥
海
青
児
《
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
風
景
》《
道
化
》《
道
化
の
顔
》
／
山
崎
省

三
《
ざ
く
ろ
》《
花
》
／
横
堀
角
次
郎
《
ボ
ン
ボ
ン
ダ
ヤ
》《
静
物
》
／
栗
田
雄
《
窓
》《
静

物
》
／
田
中
善
之
助
《
バ
ラ
》《
朝
顔
》《
柘
榴
》
／
若
山
為
三
《
暁
の
三
笠
山
Ａ
》《
暁

の
三
笠
山
Ｂ
》《
朝
の
春
日
山
》
／
倉
田
白
羊
《
冬
の
崖
》《
渓
流
》《
姪
ヶ
濱
風
景
》
／

国
盛
義
篤
《
松
と
岩
》《
ば
ら
》。 

（『
名
古
屋
新
聞
』 

昭
和
十
一
年
十
一
月
十
二
日
） 

 


